
第５６回岐阜市文芸祭審査結果

賞 ジャンル 氏名 地域 年齢 作品

短　編 加藤和保 大垣市 71 適応障害

児童文学 引間三郎 埼玉県 69 遠い島に今も

現代詩 鬼頭一誠 愛知県 67 窓

歌　詞 篠乃池　巴 大垣市 29 僕は砂

短　歌 塩田友美子 東京都 34
ふざけたら無口な君が弦楽器
つま弾くようにきらきら笑う

俳　句 柳楽明子 各務原市 72 緑児の腿に母の名聖五月

川　柳 岡　哲心 美濃市 74 凡の字を書いては消した今の幸

連　句 捌　宮本光野 大垣市 77 表合せ「夏の朝」の巻

狂　俳 小森石水 山県市 90 積善　遺徳を偲び世に尽す

短　編 芝田和子 岐阜市 83 金華山焼父ちゃん

児童文学 森　友子 各務原市 53 ハッピーバス

現代詩 野田明花 各務原市 28 陰のアクター

歌　詞 さかしたまもる 岐阜市 61 おもうこと

短　歌 中野泊雲 埼玉県 75
「ホウ・ホウ」と掛け声響く鵜飼船
岐阜の日常呼び戻す声

俳　句 𠮷田美鈴 岐阜市 73 マンションの二階が住処つばくらめ

川　柳 鬼頭しず江 愛知県 73 道草も無駄でなかった好奇心

連　句 捌　靜　寿美子 東京都 73 表合せ「旧姓で」の巻

狂　俳 遠藤瓢月 郡上市 70 晩秋　金華秀麗山粧う

短　編 樋口健司 池田町 61 情熱の旗手

児童文学 竹村京子 各務原市 72 ピーちゃんからの贈り物

現代詩 興村俊郎 大阪府 71 母の席

歌　詞 山崎和子 岐阜市 63 ねがいごと　くみきょく

短　歌 森脇惠美子 岐阜市 89
わが地には清めるほどの雪なれど
ニュースは故郷の大雪うつす

俳　句 水野友月 愛知県 18 五時間目午睡の罠に落ちてゆく

川　柳 髙木みち子 愛知県 78 その汗に大地も味方するだろう

連　句 捌　松野孝子 大垣市 84 表合せ「新樹」の巻

狂　俳 都築惠華 各務原市 73 晩秋　枯淡の庭にチチロ鳴く

短　編 佐藤敏則 笠松町 86 霧が連れて来た男

児童文学 本部愛美 愛知県 39 マーガレットの約束

現代詩 森野由蘭 東京都 27 背伸びするより高いビル

現代詩 矢島睦美 岐阜市 45 齟齬

歌　詞 矢島睦美 岐阜市 45 小さな手のひら

短　歌 箕輪ふみ子 安八町 68
「おい、なんかイラついてないか」と夫が聞く
みんなにイラつく訳じゃないです

短　歌 安藤金則 関市 73
コンビニの駐車場にてパンを食む
ハンドルに乗る運転手の足

短　歌 熊崎佐千子 岐阜市 75
指認証しくじり見れば指紋の消ゆ
また一つ減るわたしであること

俳　句 髙橋真由美 各務原市 47 一人子に仔犬の来たるクリスマス

俳　句 大西誠一 大垣市 73 一匹を入れてやうやく蛍籠

俳　句 船渡　文 岐阜市 88 昼顔や父母の残せしラブレター

川　柳 森谷善清 岐阜市 84 あれこれと屁理屈こねて世を渡る

川　柳 すみしょうこ 岐阜市 71 直立の少年の背にある戦

川　柳 住田勢津子 愛知県 66 少年に大樹は語る生きること

連　句 捌　池田やすこ 神奈川県 88 表合せ「夜の新樹」の巻

連　句 捌　柴田恭雨 岐阜市 58 表合せ「苔清水」の巻

狂　俳 柴田文花 岐阜市 80 積善　福祉一筋余生漕ぐ

狂　俳 西村奈穂美 川辺町 73 晩秋　野山の錦侘び深む
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